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NAPA構造モデリング作成に必要な基本図
〇GA
〇Machinery Arrangement
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NAPA構造モデリング作成に必要な基本図
〇GA
〇Machinery Arrangement

〇Lines
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NAPA構造モデリング作成に必要な基本図
〇GA
〇Machinery Arrangement
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NAPA全船モデル
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NAPA Draftingによる作図作業
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NAPA Draftingのカスタマイズ＆活用
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AutoCAD Scriptの活用

板逃げマークの自動描画

貫通マークの自動描画

ダイナミックブロックの利用



Scriptの活用
 NAPA Draftingは複数の断面を一
括で描画することはできない。

 AutoCADのScript機能で一連の描
画作業を自動化。

 Script作成のためのエクセル
シートを作成。
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NAPA Drafting

Excel

AutoCAD



板逃げマークの自動描画
 NAPAモデルには板厚の厚みは表
現されないが,板厚や板逃げ方向
をモデリングすることが可能。

 NAPA Draftingでマークとして描
画可能なように設定。

 板や骨について板逃げマークを
自動で付与することが出来る。

12

NAPA Drafting



貫通マークの自動描画
 板逃げマーク同様,貫通マークの
自動認識＆自動描画はNAPA 
Draftingの標準機能にはない

 貫通マークを自動で描画させる
ようにカスタマイズ
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NAPA Drafting



4.ダイナミックブロックの利用
 自動描画だけでは表現できない既存
の図面の書き方がある。

 右図は例としてブロックシームのシ
ンボル。

 ブロックシームの長さによりシンボ
ルの形状も変化するため面倒。

 自動ではないがワンタッチで長さや
角度が変わるダイナミックブロック
を作成

 ダイナミックブロックはAutoCADの
機能
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NAPA Drafting

AutoCAD



・初期重量重心算定
・形鋼発注リスト
・CADMATIC連携
・モデルデータ

・Midship
・Conpro
・Shell 

Expansion
・Yard図
・艤装図下絵

・船殻取付図
・切り板部品図
・外板曲げ型
・ブロック毎重量

重心

・サポート一品
・取り付け図
・管一品図 ,etc.

GA

船型データ
類似船データ

モデル修正情報
フィードバック

3Dモデル
切り出し

配管
背景モデル

3Dモデル変換
データ

詳細
背景モデル

造船所 NAPA Designer NAPA Drafting

CADMATIC HULL CADMATIC Outfitting

SDCにおける基本から生産設計まで３Dモデル一貫利用
実現の為の取組概要

15



NAPA CadmaticHull連携
 NAPAとCadmatcHullをつなぐ連携機能
(CadmaticHull側のシステム)

 CadmaticHullにネイティブなモデル
として連携

 タグボートで検証、80％の変換率

 現在も機能改善は続いている
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NAPA CadmaticOutfitting連携
 NAPA CadmaticOutfittingをつな
ぐ連携システム

 主要配管等のため、早いタイミ
ングでモデルを出力可能

 3DDファイル形式での連携

 曲面や斜板を除き板厚が表現さ
れる
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２．NAPA Designerのカスタマイズ&活用

PCURの活用 Floor中間に開口位置自動調整マクロ

BracketやStiff,Endcut等の形状ユーザー定義活用 PMO(Parametric Object)の活用

標準機能では作成できないカーブや形状の定義文 モデル上にテキストを表示させる

追加Frame Spaceの活用 NAPAの出力結果とりまとめ(Excel機能)

モデルの一部を切り替える Surver DBの活用

モデル空間上にShell Expansion描画 NAPA CadmaticHull連携

マクロの活用(一部自動モデリング) NAPA CadmaticOutfitting連携
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PCUR（parametric curve)の活用
 Structure Libraryのカスタマイ
ズとPCURの活用

 自由境界を他の境界からの参照
で定義可能

 周囲の参照している部材に変更
があっても追従して形状を保持
する。

 登録していない形状でも,定義文
を直接編集し定義する

 現状部材の自由境界側はほとん
どPCURで作成している
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NAPA Designer



Bracket形状のユーザー定義活用

 NAPAのデフォルトに存在している
詳細要素では表現できないものを
カスタマイズし作成

 同形状だが寸法の取り方違う場合
なども作成。

 変更に強いモデルとするために
様々な寸法の取り方を想定し,パ
ターンを作成

 右図は作成した一部
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NAPA Designer



追加Frame Spaceの活用
 Longi Space等を複数パターン設
けるために利用

 NAPA標準のFrame SystemはXYZ軸
それぞれにひとつづつだが、こ
れを利用すると追加することが
可能

 Block SEAM位置などに利用
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NAPA Designer



モデルの一部を切り替える
 NAPAモデルの一部を一つのモデ
ル上で切り替える

 Arrangement Treeをマクロで切
り替えることにより,モデルの一
部を切り替える。

 ただし,モデル上にA,Bパターン
両方のモデリングが必要。

 右図例は大げさだが、上部構造
丸ごと切り替え
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NAPA Designer



モデル空間上にShell Expansion
 NAPA Designerのモデル空間上に
Shell Expansion描画

 C#スクリプトで作成

 Shell Expansionに出力する前な
どチェックなどに利用
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NAPA Designer



自動モデリングマクロの活用
 タグボート用自動モデリングマクロ
をNAPA Basicで作成(板部材のみ)

 基本的な部分のみ

 軸系&Zペラ周り、Floor&Girder、主
機台など各部材作成するマクロを作
成

 上記のようにスポットで利用できる
マクロを随時作成中
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NAPA Designer



PMO(Parametric Object)
 PMO＝Parametric Object

 一つの3Dオブジェクトをパラメー
タで作成することが出来る。

 5つの数値(x1,x2,x3,y3,z1)を入力
すると,Hawse Pipeの参照面を自動
的に作成するマクロ(PMO)を作成。

 モデルを見ながら数値を変更する
ことが出来て検討が容易
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NAPA Designer



モデル上にテキストを表示させる
 板厚と鋼種をモデル上にテキストで
表示

 外板ロンジLandingを支援するため
に、各Stiffenerの角度等も描画可
能
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NAPA Designer



NAPAの出力結果とりまとめ
 NAPAから自在に出力を行うには
コマンドが煩雑で面倒。

 とりあえず全部出力させてエク
セルで取りまとめる際に,ピポッ
ドテーブルを利用すると便利。

 ピポッドテーブルとはエクセル
の主要機能であり,データの塊を
様々な視点から集計するための
機能。
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NAPA Designer

Excel
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連携モデル(NAPA連携前モデル)

 タグボートの中央部付近を連携用のモデルとして設定。

NAPA

NAPA
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連携結果(Cadmatic Hull モデル)

Cadmatic Hull Cadmatic Hull
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変換率(重量ベース)

外板含む 重量 比率

NAPA変換前 21.1 t -

Cadmatic Hull変換後 17.5 t 83%

• 外板は,SEAMが3次元的に走っ
ている箇所が多いため,数枚の
み連携可能＝＞現在は可能

• 外板を除いた連携率も示す。

• 外板以外は現在連携不可能な
一部のブラケットなどが挙げ
られる。

外板除外 重量 比率

NAPA変換前 16.2 t -

Cadmatic Hull変換後 15.8 t 98%
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NAPA-CADMATIC HULL データ自動変換機
能のバージョンごとの違い
CadmaticHull
Version

主な改良点

2020T1 NAPA Designerモデル(64BIT)を連携可能に刷新

2020T2 PILLARやFACE PLATE連携改善
任意形状の穴の連携可能に改善

2020 T3
(本資料)

一部曲がりのある板を連携可能に
（2022T2では曲がり外板の連携可能）

2022 T2(現在) NAPAの新しいライセンス形式に対応
板逃げが連携可能に改善

33



連携による工数削減まとめ
CadmaticHullの生産設計作業内容を大まかに分ける
と・・・

A) モデリング作業(右図緑部)

B) モデル完成出力後の部品図・補助部品図(曲型や
治具等)・帳票類作成作業(右図青部)

・連携はA)作業を効率化させることが目的

・NAPA-Cadmatic連携をしない場合の作業量(右図
①)をベースに、平板のみ連携(同②)、骨材も連携
(同③)、曲板等すべての3Dモデルを連携(同④)とし
て、削減可能な工数割合を推定。

この④レベルの連携が可能になれば、

・モデリングは作業量を60％削減可能

・Cadmatic全体の作業量も35%削減可能
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①連携無し ②旧連携 ③新連携(現在) ④2021T1 ?(今後)

2D割合 3D割合

新連携は骨や曲板
の一部も連携可能
モデリングのみで
は約50％削減

旧連携は板のみ連携
が可能

最終目標
モデリング60%、
全体35%削減
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